
  

朝日中通心 
生徒数 （令和４．10．31現在） 総数 278名 

１年 88 名  ２年 105 名  ３年 85 名 

令 和 ４ 年 1 0 月 3 1 日 
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一
致
団
結
し
て
前
へ 

校
長 

山 

宗
功 

 

十
月
二
十
八
日
の
学
習
発
表
会
。
ど
の
舞
台

発
表
・
展
示
も
大
変
素
晴
ら
し
く
最
高
の
学
習

発
表
会
で
し
た
。
学
習
発
表
会
の
最
後
に
講
評

の
時
間
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
メ
ン
ト

し
た
も
の
の
、
心
震
え
る
舞
台
発
表
・
展
示
を

短
い
時
間
で
は
表
現
し
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。 

 
舞
台
発
表
に
せ
よ
、
展
示
作
品
に
せ
よ
、
私

た
ち
の
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
氷

山
の
一
角
で
あ
り
、
そ
の
裏
側
に
生
徒
・
先
生

方
の
莫
大
な
労
力
と
協
力
が
あ
る
と
思
う
と
、

そ
の
一
つ
一
つ
が
尊
い
も
の
に
思
え
ま
す
。
生

徒
会
が
作
成
し
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
そ
の
栄
光

の
軌
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
一
部
分
で
あ
り
、
当
日
ま
で
情
熱
を
傾

け
、
取
り
組
ん
だ
生
徒
・
職
員
一
人
一
人
に
頭

が
下
が
る
思
い
で
す
。 

 

講
評
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
学
習
発
表
会
を
ゼ
ロ
か
ら
創
造
し
た

生
徒
・
職
員
の
皆
さ
ん
を
心
か
ら
誇
り
に
思
い

ま
す
。 

 
 

学
習
発
表
会
後
も
し
ば
ら
く
そ
の
余
韻
に
ひ

た
っ
て
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
よ
り
も
素

晴
ら
し
い
の
は
、
学
習
発
表
会
終
了
後
か
ら
生

徒
・
職
員
と
も
新
た
な
高
み
を
目
指
し
、
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

私
は
常
々
、
高
見
を
目
指
し
昇
っ
て
い
く
太

陽
で
あ
る
「
朝
日
」
と
い
う
本
校
の
名
前
が
、

伸
び
ゆ
く
生
徒
の
姿
を
形
容
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
、
職
員
・
保
護
者
・
地
域
と
一
丸
と
な
っ

て
、
伸
び
ゆ
く
生
徒
を
支
え
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 
 

同
時
に
、
そ
の
思
い
が
共
通
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
学
習
発
表
会

が
創
造
で
き
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。 

一
致
団
結
し
て
前
へ
、
更
に
素
晴
ら
し
い
学

校
へ
。
そ
う
考
え
さ
せ
て
も
ら
え
た
素
敵
な
学

習
発
表
会
で
し
た
。
生
徒
・
職
員
・
保
護
者
・

地
域
の
皆
さ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

         

    
 

 
 

 
 

 
 

   
 

   

校
内
の
様
々
な
場
所
や
各
教
室
の

掲
示
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
や

学
級
の
特
徴
・
工
夫
等
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
掲
示
物
に
は
、
情
報
伝
達
の

目
的
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に

も
生
徒
の
皆
さ
ん
の
生
活
意
欲
を
喚

起
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
成

果
の
発
表
だ
っ
た
り
、
季
節
を
感
じ

さ
せ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
目
的
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
や
来
校
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
廊
下
を
歩
い
て

い
る
と
き
に
そ
の
掲
示
物
が
ど
ん
な

意
図
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
か
な･･･

と
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
る
こ
と
も
楽

し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
師

が
掲
示
し
た
も
の
や
生
徒
会
で
作
成

し
た
も
の
、
学
級
で
作
っ
た
掲
示
物

そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
く
み
と
れ

る
感
性
を
磨
い
て
み
る
の
も
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

十
一
月
一
日
の
県
民
週
間
で
は
、

自
由
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
学
校
に
お
越

し
く
だ
さ
り
様
々
な
掲
示
物
も
御
鑑

賞
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

                                            

環
境
が
人
を
育
て
る 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



 

 

伝統を引き継ぎ，新たな風を・・・ 

９月 13日（火）に第１回選挙管理委員会で委員長等の選出及び今後の日程等について確認しました。その後，３年

生の里美雲さんを委員長として４回の選挙管理委員会を開催し，立候補受付，給食時間の放送による告示，公示，選挙

運動，立候補者放送演説，立会演説会，投票の活動を計画して実施してきました。今回の生徒会役員改選も昨年度に引

き続き，奄美市選挙管理委員会から投票箱を３台，記載台を９台借用し，緊張感のある生徒会役員改選に近付けること

ができました。投票した生徒からは・・・「立候補者一人一人が朝日中をよりよくしたいという思いが伝わってきた演

説会でした。」「全校生徒の前で自分の伝えたいことをはっきり伝えていて，一人一人個性があり，堂々と演説してい

て，たくさん勇気をもらいました。」「誰に投票するのかが難しいと思いました。」「誰が生徒会長になってもついて

いきたいと思います。」など多くの感想がありました。 

新しくなった生徒会 これまでの伝統を継承しつつ新しい風を吹かせてほしいと思います。 

 

【開票の結果】生徒会本部役員 

会 長 ２年 岡 龍那さん   副会長 ２年 川節 桃香さん ２年 平 碧斗さん 

書 記 ２年 武元 陽菜乃さん 会 計 １年 橋口 愛生さん 

八月踊り継承活動 学級で取り組んだ緑化活動 

 ９月 29日（木）の１校時に浦上公民館の方々を招聘し 

八月踊りの継承活動を実施しました。１年生のみの活動

になりましたが，生徒たちも積極的に取り組んでいまし

た。八月踊りの継承の大切さや楽しさを肌で感じる素晴

らしい機会になりました。今後もこのような取組を充実

させていきたいと思います。 

 今年度も新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，

いろいろな活動が制限される中，三密を回避しながら各学

級での緑化活動を行いました。昨年度末から緑化活動も思

うように取り組めない状況ではありましたが，活動ができ

るようになりました。今後も学級園の除草作業や灌水に各

学級で取り組んでくれることを期待しています。 

  11月１日～７日の期間を「地域が育む『かごしまの教育』」として設定

しています。保護者や地域の方が自由参観を実施し，本校の教育活動への

取組を感じていただこうとする企画です。本校のスローガンは，「来て！

観て！感じて！私たちの学校！！」です。コロナ禍でなかなか，生徒の授

業の様子を参観することができない状況ですが，感染症対策を徹底してい

ただいた上で，学校の様子を参観していただければと思います。校内に

は，生徒が作成した作品なども多く掲示されておりますので，ぜひこの期

間に参観していただき，御意見をいただければと考えております。 

11月学校行事 

【ＳＣ来校予定日】  永田先生 ８日，22日，29日  丸内先生 30日 

１日（火）～７日（月）地域が育む「かごしまの教育」 

１日（火） ３年実力テスト１日目  

２日（水） ３年実力テスト２日目 

12日（土） ３年進路説明会，１，２年学年・学級ＰＴＡ 

15日（火） ２年修学旅行～17日 

15日（火）  ３年三者面談開始 マナー講座 

16日（水） １年宿泊学習～17日 

16日（水） ３年大島紬体験 

21日（月） １，２年生教育相談開始 

22日（火） 期末手テスト前部活動停止～12月１日 

28日（月） 避難訓練 

11月 30日（水） 期末テスト１日目 

12日１日（木）  期末テスト２日目 

12月２日（金）  期末テスト３日目 


